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安
心
・
安
全
で
過
ご
せ
る
為
の
観
点

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。前

述
し
ま
し
た
事
業
内
容
の
詳
細

は
、
年
2
回
発
行
し
て
い
る
「
は
え

ば
る
老
連
だ
よ
り
」
で
皆
々
様
に
お

届
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
陰
様
で
読

者
の
方
々
か
ら
嬉
し
い
情
報
も
頂
い

て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
今
回
は
第
引

号
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

皆
様
方
の
声
を
反
映
さ
せ
て
参
り
ま

す
故
、
忌
偉
の
無
い
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

む
す
び
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
至
福
の
年
で
あ
り
ま
す
様

祈
念
し
、
年
始
に
寄
せ
て
一
句
「
犬

吠
え
る
猪
走
る
人
は
観
る
」
を
添
え

て
小
生
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
引
年
1
月
吉
日

で
、
努
力
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
、
敬

意
を
表
し
ま
す
。

町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
を
軸
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
自
ら
の

体
験
を
語
り
伝
え
て
い
く
な
ど
、
世
代

を
こ
え
た
支
流
も
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
事
は
、
社
会
発
展
に
も
寄
与
な
さ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

町
老
人
の
皆
様
、か
、
お
体
を
大
切

に
し
、
今
後
も
社
会
の
た
め
に
、
活

躍
な
さ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
お
祝

い
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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会

平
成
初
年
ゆ
月
2
日

（山人）

に
黄
金
森
陸
川

川
上
競
技
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
川

川
天
気
に
も
恵
ま
れ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
和

川

川
と
な
り
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
団
体
戦
で
行
川

川
わ
れ
、
幻
チ
ー
ム
（
2
2
1名
〉
が
参
加
し
、
川

川
結
果
は
、
次
の
通
り
3
位
ま
で
表
彰
さ
れ
ま
川

し
た
。

川

優
勝
北
丘
ハ
イ
ツ
A

準
優
勝
神
里
老
人
ク
ラ
ブ
B

l

H

3

位
兼
本
ハ
イ
ツ
青
ノ
会
A

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
は
、

mw
名
で
し
た
。

川

な
お
、参
加
費
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い

川

た
2
6
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4
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女性甥恕勤紹介
福祉レクで健康長寿

ム
フ
や
人
生
1
0
0歳
、
健
康
長
寿
・認
知
症
・

介
護
予
防
、
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
為
に

真
剣
に
考
え
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
女

性
部
も
平
成
初
年
吃
月
什
日

（
山
〈
）
に
ち
む
ぐ

く
る
館
で
、

（
財
）
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
公
認
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
｜
福
祉
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
久
場
勝
子
氏
を
招
い
て
研
修
会

を
行
な
い
ま
し
た
。
高
齢
者
に
は
、

3
つ
の
層

が
あ
る
。
元
気
高
齢
者

・
虚
弱
高
齢
者
・

要
介

護
高
齢
者
と
区
分
さ
れ
、
特
に
「
フ
レ
イ
ル
」

要
支
援
に
な
ら
な
い
為
の
対
策
が
重
要
だ
と
指

摘
さ
れ
、
福
祉
レ
ク
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
は
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
「
心
の
安
ら

駒

ぎ
、
人
と
の
繋
が
り
」
が
あ
れ
ば
「
幸
せ
」
を

写
感
じ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

アロマでリフレッシュ

平
成
初
年
什
月
6
日
（
山
〈
）
ち
む
ぐ

く
る
館
で
、
日
本
ア
口
マ
環
境
協
会
認

定
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
異
志
堅
美

千
代
氏
を
講
師
に
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。各

自
の
好
き
な
材
料
の
香
り
を
選
び
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
に
大
奮
闘
、
女
性

の
目
の
輝
き
、
表
情
の
光
景
に

「癒
さ

れ
る
l
」
の
感
動
の
声
、
身
体
あ
ヘ心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
し
た
。

－…
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本
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

校
生
活
や
地
域
で
の
活
動
に
励
め
る
よ
う

「
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
安
全
を
守

る
地
域
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し

て
お
り
、
町
内
情
単
位
ク
ラ
ブ
が
継
続
し

て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
情
報
共

有
を
目
的
に
年
1
回
活
動
報
告
会
を
実
施

し
、
平
成
引
年
2
月
日
日
（
金
）
に
第
ほ

回
を
迎
え
ま
し
た
。

来
賓
の
み
な
さ
ま
か
ら
多
数
の
激
励
が

あ
り
、
「
こ
の
活
動
が
子
ど
も
た
ち
の
安

全
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
」
と
お
言
葉
を
戴
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た

め
に
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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28名の会員が参加した今

回の社会見学では中城城跡

と今帰仁城跡でそれぞれ現
地ガイドの説明を受け、グ

スクの精密な構築の技術に

感心し、護佐丸、北山王の

無念に思いを馳せました。

また、車中では楽しい愛唱

歌を全員で歌い、お土産を

一杯抱えて帰りは居眠りタ

イムとなりました。運転手

さんご苦労様でした。城跡跡威風堂々


